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目的
様々な事情により塾や放課後児童クラブ、スポーツ少年団等
に通っていない子供の学びの場や生活支援サービスを提供
し、学力向上や自立した生活習慣の確立を目指します

利用者
小学校１～３年生（場合によっては高学年も）、15名程度
対象は市内全域の小学校

内容
学習支援、読書活動、文化・芸術活動、スポーツ活動、食事
提供、入浴・洗濯、学校への送迎

場所 加茂文化ホール「ラメール」を拠点に市内諸施設

運営 （株）キラキラ雲南

開設日 月、火、木、金、夏休み等で年間250日程度

時間
学校のある日は　15：30～19：00
学校のない日は 　8：00～19：00

利用料 要保護・淳要保護家庭は無料

  

十
二
月
定
例
会
が
、
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
十

二
月
十
四
日
ま
で
十
六
日
間
の
日
程
で
開
会
さ

れ
ま
し
た
。 

住
民
票
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
実
施
に
伴
う
「
雲
南

市
印
鑑
条
例
」
の
改
定
や
掛
合
診
療
所
の
雲
南
市

立
病
院
へ
の
統
合
に
関
す
る
関
係
条
例
の
整
備
、

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
や
報
酬
等
に
関
す
る

改
正
な
ど
条
例
十
六
議
案
、
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
補
正
予
算
に
関
す
る
十
二
議
案
、
そ
の
他
の

議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。 

採
決
状
況
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
条
例
の
改

正
案
、
及
び
関
連
す
る
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
賛

成
多
数
で
可
決
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。 

   

十
二
月
定
例
会
の
本
会
議
の
最
初
に
議
長
及

び
副
議
長
の
選
出
を
行
い
ま
し
た
。
新
議
長
に
は

山
﨑
正
幸
氏
（
大
東
町
）
、
副
議
長
に
周
藤
正
志

氏
（
木
次
町
）
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
併
せ
て
常
任
委
員
会
等
の
委
員
の
構
成

替
え
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
む
こ
う
二
年
間
、
雲
南

市
議
会
は
こ
の
新
体
制
で
行
わ
れ
ま
す
。 

な
お
、
中
林
た
か
し
は
産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
所
属
し
、
副
委
員
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
小
職
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
商
工
関
係
は

も
と
よ
り
、
雲
南
市
の
一
次
、
二
次
、
三
次
の
各

産
業
の
発
展
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

   

ラ
メ
ー
ル
二
階
和
室
を
改
修
し
て
家
で
も
学

校
で
も
な
い
新
た
な
居
場
所
「
ｂ
＆
ｇ
う
ん
な
ん
」

（b
o
y
s &

 g
irls U

n
n

a
n

）
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

来
年
四
月
オ
ー
プ
ン
予
定
で
、
様
々
な
事
情
に
よ

り
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
や
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
に

参
加
し
て
い
な

い
、
主
に
低
学

年
の
子
供
た
ち

を
対
象
と
し
た

施
設
で
す
。
読

書
や
学
習
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を

通
し
て
学
力
向

上
や
自
立
し
た

生
活
習
慣
の
確

立
を
目
指
す
も

の
で
、
概
略
は

下
図
の
通
り
で
す
。
整
備
に
伴
う
費
用
及
び
向
こ

う
三
年
間
の
運
営
費
は
日
本
財
団
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
左
写
真
は
尾
道
市
に
開

設
さ
れ
た
新
た
な
居
場
所
施
設
で
す
）
。 

             

  

昨
今
、
議
員
の
な
り
手
不
足
が
全
国
的
な
話
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
年
前
の
雲
南
市
議
会
議
員

選
挙
に
お
い
て
も
無
投
票
選
挙
と
な
っ
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
雲
南
市
議
会
で
は
昨
年
か
ら
議
員
定

数
等
検
討
会
議
（
深
田
徳
夫
委
員
長
）
を
設
置
し
、

議
員
定
数
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
き
ま
し
た
。 

先
般
、
議
員
定
数
が
十
九
名
に
決
定
さ
れ
た
、

と
の
新
聞
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
正
確
に
は
同

委
員
会
内
で
の
検
討
結
果
が
議
員
定
数
十
九
名

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
同
委
員
九
名
の
う

ち
、
「
定
数
十
九
名
案
」
が
五
人
、
「
二
十
名
案
」

が
四
人
で
、
全
会
一
致
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
全
委

員
と
も
定
数
削
減
案
で
し
た
。
現
在
、
議
会
に
は

三
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
が
、
三
委
員
会

制
を
堅
持
、
バ
ラ
ン
ス
上
か
ら
三
名
減
が
妥
当
と

の
結
論
で
す
。
十
二
月
定
例
会
の
最
終
日
に
正
式

に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

一
方
、
十
月
二
十
日
に
市
役
所
で
開
催
さ
れ
た

「
市
民
か
ら
意
見
を
聞
く
会
」
（
公
開
討
論
）
に

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
八
名
の
陳
述
者
の
う

ち
、
五
名
が
「
議
員
定
数
は
十
九
～
二
十
名
」
、

二
名
が
「
現
状
維
持
」、
一
名
が
「
増
員
」
と
い

う
ご
意
見
で
し
た
。 

そ
の
他
、
同
検
討
会
議
で
は
議
員
報
酬
等
に
つ

い
て
の
意
見
の
取
り
ま
と
め
も
行
い
ま
し
た
。
結

論
と
し
て
、
現
行
報
酬
月
額
の
三
十
二
万
八
千
円

を
二
万
二
千
五
百
円
引
上
げ
三
十
五
万
五
百
円

に
す
る
提
言
で
す
。
ま
た
、
議
員
の
な
り
手
不
足

の
一
因
と
さ
れ
る
処
遇
改
善
に
も
言
及
し
て
い

ま
す
。
か
つ
て
は
「
議
員
年
金
」
が
議
員
退
職
後

の
生
活
の
支
え
で
し
た
が
、
現
在
は
「
議
員
年
金
」

ど
こ
ろ
か
厚
生
年
金
に
も
加
入
で
き
な
い
制
度

で
す
。
そ
う
し
た
実
情
を
鑑
み
、
厚
生
年
金
へ
の

加
入
に
つ
い
て
も
提
言
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
提
言
を
受
け
、
来
年
三
月
議
会
で
の

条
例
改
定
を
目
指
し
て
準
備
が
進
め
ら
れ
る
予

定
で
す
。
改
革
を
通
し
て
、「
な
り
て
不
足
の
解

消
」
「
議
員
資
質
の
向
上
」
が
図
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。 

  

「
食
の
幸
発
信
推
進
事
業
」
と
は
、
食
に
関
す

る
地
域
内
経
済
循
環
を
促
進
し
、 

①
農
業
の
振
興 

②
食
関
連
産
業
の
強
化 

③
交
流
人
口
の
拡
大 

等
を
目
的
に
雲
南
市
が
約
七
億
円
を
か
け
て

新
た
な
施
設
を
建
設
す
る
も
の
で
す
。 

建
設
地
は
、
木
次
町
と
加
茂
町
境
の
「
道
の
駅

き
す
き
」
の
加
茂
町
側
に
隣
接
し
た
場
所
（
左
図
）

で
、
平
成
三
十
四
年
の
早
い
う
ち
の
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
運
営
は
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
雲
南
地
区
本

部
が
行
い
、
県
下
最
大
級
の
「
産
直
市
」
と
な
る

予
定
で
す
。 

                   

 

建
物
内
に
は
、
米
を
活
用
し
た
製
粉
・
製
パ
ン

事
業
者
、
牛
乳
を
活
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
・
ジ
ェ
ラ

ー
ト
な
ど
の
乳
製
品
の
製
造
販
売
を
手
掛
け
る

事
業
者
の
入
店
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
敷
地
内
に
は
園
芸
ハ
ウ
ス
三
棟
を
建
設

し
、
ハ
ウ
ス
内
で
イ
チ
ゴ
の
栽
培
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
産
直
市
や
六
次
産
業
化
事
業
に
加
え
、

観
光
農
園
と
し
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

 

新たな居場所施設（写真は尾道市の施設） 

 

園芸ハウス
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問 市
職
員
の
年
齢
構
成
を
み
る
と
若
年
層
が
少

な
い
。
今
後
も
採
用
者
数
が
少
な
け
れ
ば
人
口
減

少
以
上
に
職
員
数
が
減
り
、
業
務
に
支
障
が
出
る

懸
念
が
あ
る
。 

              

答
（
副
市
長
） 

年
齢
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
は
重
要
だ
。
職
員
採
用

時
の
年
齢
要
件
を
五
歳
繰
り
上
げ
る
な
ど
の
対

応
を
取
っ
て
い
る
ほ
か
、
再
任
用
制
度
の
活
用
な

ど
の
対
策
を
進
め
た
い
。 

問 小
さ
な
事
務
ミ
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
職
員
教
育
、

抜
本
的
な
事
務
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

答
（
市
長
） 

行
政
事
務
に
ミ
ス
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
普

段
か
ら
職
員
研
修
、
自
己
啓
発
、
働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
迅
速
、
正
確
、

親
切
、
丁
寧
、
こ
う
し
た
こ
と
を
胸
に
刻
み
適
切

な
事
務
処
理
を
進
め
て
い
く
。 

問 清
嵐
荘
新
築
工
事
、
統
合
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

な
ど
大
型
投
資
が
こ
の
一
～
二
年
続
く
。
今
後
も

様
々
な
投
資
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ど
の

よ
う
な
案
件
を
ど
の
時
期
に
想
定
し
て
い
る
か
。 

答
（
総
務
部
長
） 

本
年
二
月
に
策
定
し
た
実
施
計
画
に
基
づ
き

平
成
三
十
四
年
度
ま
で
の
投
資
事
業
を
進
め
て

い
る
。
毎
年
度
、
当
初
予
算
編
成
に
併
せ
実
施
計

画
の
見
直
し
を
行
う
中
で
示
し
て
い
く
。 

    

問 本
年
四
月
に
は
大
田
市
を
中
心
と
し
た
地
震
、

九
月
に
は
北
海
道
で
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
雲
南
市
の
上
水
道
施
設
で
あ
る

「
基
幹
管
路
」
の
耐
震
化
率
が
一
け
た
台
と
の
新

聞
報
道
が
あ
っ
た
。
現
状
認
識
を
伺
う
。 

答
（
水
道
局
長
） 

5.2
％
と
県
内
八
市
中
二
番
目
に
低
い
が
、
本
市

は
基
幹
管
路
が
少
な
く
、
調
査
結
果
だ
け
が
安
全

性
の
実
態
を
表
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。 

問 厚
労
省
は
平
成
三
十
四
年
度
ま
で
に
「
基
幹
管

路
」
の
耐
震
適
合
率
を
50
％
以
上
に
引
き
上
げ

る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
耐
震
化
に
向
け
ど

う
対
応
す
る
か
。 

答
（
水
道
局
長
） 

本
市
は
管
路
以
外
の
浄
水
施
設
、
配
水
施
設
の

耐
震
化
を
優
先
的
に
進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
進
め
て
い
く
考
え
だ
。 

問 水
道
施
設
の
耐
震
化
、
老
朽
化
対
策
に
は
多
額

の
資
金
が
必
要
だ
。
償
却
資
産
は
約
140
億
円
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
残
高
は
約
16
億
円
だ
。
ど

う
進
め
る
か
。 

答
（
水
道
局
長
） 

現
在
、
更
新
費
用
は
年
間
一
億
数
千
万
円
規
模
、

水
道
事
業
総
合
計
画
で
は
八
億
程
度
と
し
て
い

る
。
費
用
が
急
増
し
な
い
よ
う
長
寿
命
化
、
延
命

化
を
図
り
な
が
ら
適
切
に
進
め
る
。 

    

問 ゼ
ロ
歳
児
～
二
歳
児
の
待
機
割
合
が
多
い
。
一

億
総
活
躍
社
会
と
い
い
な
が
ら
保
育
所
に
入
所

で
き
ず
、
産
休
明
け
に
働
け
な
い
母
親
が
い
る
。

ど
う
対
応
し
て
い
く
か
伺
う
。 

答
（
子
ど
も
政
策
局
長
） 

産
休
や
育
児
休
業
が
終
了
し
た
方
で
、
年
度
の

途
中
で
復
職
予
定
の
方
に
つ
い
て
は
予
約
申
込

み
を
受
け
付
け
て
い
る
。
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。 

問 海
潮
地
区
に
保
育
施
設
の
要
望
が
あ
る
。
海
潮

は
松
江
方
面
へ
の
通
勤
経
路
に
あ
り
通
勤
者
が

多
く
通
過
す
る
。
海
潮
地
区
だ
け
で
は
入
所
見
込

み
数
が
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
理
的
要
素

な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
す
べ
き
だ
。 

答
（
子
ど
も
政
策
局
長
） 

昨
年
、
海
潮
地
区
振
興
会
か
ら
地
区
要
望
を
頂

き
小
規
模
保
育
園
の
導
入
を
検
討
し
た
。
入
所
見

込
み
数
か
ら
現
段
階
で
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。

保
育
士
な
ど
の
人
員
や
運
営
経
費
の
確
保
が
必

要
で
、
民
間
の
力
を
借
り
な
い
と
難
し
い
。 

問 子
育
て
支
援
員
を
活
用
す
れ
ば
待
機
児
童
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。 

答
（
子
ど
も
政
策
局
長
） 

子
育
て
支
援
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
職
員
配

置
の
柔
軟
性
や
円
滑
な
施
設
運
営
も
可
能
。
各
保

育
施
設
と
協
議
を
行
い
対
応
し
て
い
く
。 

問 子
育
て
支
援
員
の
待
遇
改
善
も
必
要
だ
。 

答
（
子
ど
も
政
策
局
長
） 

検
討
の
必
要
性
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

問 来
年
、
永
井
隆
博
士
は
生
誕
111
周
年
、
永
井
隆

平
和
賞
創
設
30
周
年
を
迎
え
る
。
永
井
隆
平
和

賞
を
盛
り
上
げ
る
た
め
全
国
か
ら
数
多
く
の
作

品
応
募
を
期
待
し
た
い
。
ど
う
進
め
る
か
。 

答
（
教
育
長
） 

永
井
隆
記
念
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、

今
ま
で
以
上
に
広
報
に
努
め
る
。 

問 再
来
年
の
春
に
永
井
隆
記
念
館
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
。
長
崎
の
永
井
隆
記
念
館
と

の
連
携
が
今
以
上
に
必
要
で
は
な
い
か
。 

答
（
教
育
長
） 

長
崎
の
記
念
館
と
は
姉
妹
館
で
、
半
世
紀
に
わ

た
っ
て
交
流
が
あ
る
。
今
後
、
展
示
物
の
交
流
展

示
な
ど
も
協
議
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。 

    

問 木
次
線
の
存
続
・
活
性
化
の
た
め
本
市
と
し
て

ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
か
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

売
上
高
を
伸
ば
す
こ
と
が
重
要
だ
。
木
次
線
管

内
の
駅
で
切
符
を
買
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
イ
ベ

ン
ト
等
の
チ
ラ
シ
に
列
車
時
刻
を
掲
載
し
利
用

を
促
し
て
い
る
。
企
画
切
符
も
木
次
駅
で
購
入
し

て
も
ら
う
よ
う
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
て
い
る
。 

問 沿
線
住
民
の
利
用
だ
け
で
は
な
く
全
国
か
ら

利
用
客
を
呼
び
込
む
こ
と
も
大
切
だ
。
ト
ロ
ッ
コ

列
車
の
更
新
に
関
す
る
交
渉
状
況
を
伺
う
。
更
新

車
両
は
中
途
半
端
な
設
備
で
は
人
を
呼
べ
な
い
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

Ｊ
Ｒ
に
要
求
な
り
要
望
を
出
し
て
い
る
が
、
ま

だ
色
よ
い
返
事
が
な
い
。 

問 加
茂
中
駅
、
出
雲
大
東
駅
は
売
上
が
増
加
に
転

じ
た
。
要
因
分
析
、
並
び
に
こ
の
好
事
例
を
他
駅

に
も
生
か
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
所
見
を
伺
う
。 

答
（
政
策
委
企
画
部
長
） 

委
託
販
売
を
行
っ
て
い
る
管
理
者
の
丁
寧
な

対
応
や
駅
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
売
上
増
加

と
な
っ
て
い
る
。
取
り
組
み
は
広
報
等
で
も
周
知

し
て
い
く
。 

 

今
年
は
地
震
や
風
水
害
、
さ
ら
に
極
寒
と
猛
暑

な
ど
自
然
災
害
の
脅
威
に
振
り
回
さ
れ
た
一
年

で
し
た
。
市
民
の
皆
様
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財

産
を
守
る
の
が
行
政
の
最
大
の
責
務
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
の
な
い
平
穏
な

来
年
で
あ
る
よ
う
祈
念
し
ま
す
。 

 

（
た
か
し
） 

た
か
っ
さ
ん
の
一
般
質
問 
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-22 -17 -12 -7 -2 3 8 13

22歳

24歳

26歳

28歳

30歳

32歳

34歳

36歳

38歳

40歳

42歳

44歳

46歳

48歳

50歳

52歳

54歳

56歳

58歳

女 115名

男 306名

現在職員の男女別年齢構成 （単位：人） 平成30年4月1日現在

市
政
運
営
に
つ
い
て 

水
道
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て 

保
育
と
平
和
教
育
に
つ
い
て 

木
次
線
対
策
に
つ
い
て 


